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茨木市中心市街地活性化基本計画 新旧対照表（傍線赤文字部分は変更箇所） 

 

変  更  後 変  更  前 

 

１. 略 

 

２．中心市街地の位置及び区域 

［１］～［２］ 略 

［３］中心市街地の要件に適合していることの説明 

第３号要件 

●第６次茨木市総合計画との整合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-12 第６次茨木市総合計画におけるまちの将来像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１. 略 

 

２．中心市街地の位置及び区域 

［１］～［２］ 略 

［３］中心市街地の要件に適合していることの説明 

第３号要件 

●第６次茨木市総合計画との整合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-12 第６次茨木市総合計画におけるまちの将来像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※第６次茨木市総合計画は令和６年 10 月

時点では策定中であり、今後記載内容に変

更が生じる可能性がある 
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●茨木市都市計画マスタープランとの整合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-13 茨木市都市計画マスタープランにおける将来都市構造図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●茨木市都市計画マスタープランとの整合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-13 茨木市都市計画マスタープランにおける将来都市構造図 
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■分野別の都市づくりの方針における中心市街地の位置付け（要約） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-14 地域づくりの方針～中心市街地～（抜粋） 

 

３． 略 

 

４．土地区画整理事業、市街地再開発事業、道路、公園、駐車場等の公共の用に供する施設の整備その他の市街地の

整備改善のための事業に関する事項 

［１］略 

［２］具体的事業の内容 

（１）～（２）② 略 

 

 

■分野別の都市づくりの方針における中心市街地の位置付け（要約） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-14 地域づくりの方針～中心市街地～（抜粋） 

 

 

 

３． 略 

 

４．土地区画整理事業、市街地再開発事業、道路、公園、駐車場等の公共の用に供する施設の整備その他の市街地の

整備改善のための事業に関する事項 

［１］略 

［２］具体的事業の内容 

（１）～（２）② 略 

 

※茨木市都市計画マスタープランについては令和６年 10 月時点では改訂中であり、今後記

載内容に変更が生じる可能性がある 
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（３）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

【事業名】阪急茨木市駅西口駅前広場再整備事業 

【事業実施時期】 令和９年度～令和 10 年度 

【実施主体】 茨木市（まちなか整備課） 

【事業内容】 阪急茨木市駅西口の駅前ビル建替事業に合わせて、交通の輻輳や施設の老朽化等の課題解決を

図るとともに、交通や商業などの機能性だけではなく、居心地の良い憩える空間づくりを行う

駅前再整備の具体化に取り組む。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 目標１ 歩いて楽しい徒歩圏の実現 

【目標指標】 平日昼間の歩行者通行量 

【活性化に資する理

由】 
市民生活を支える駅前機能を強化するとともに魅力ある都市空間を創出する。「ひと中心のま

ちなか」の実現に向けて、現在の駅前広場を再整備し、居心地の良い憩える空間づくりを行う

ことで、平日昼間の歩行者通行量の増加に寄与する。 

【支援措置名】 都市構造再編集中支援事業 

【支援措置実施時期】 令和９年度～令和 10 年度 【支援主体】 国土交通省 

【その他特記事項】  

 

  略 

 

(4)国の支援がないその他の事業 

【事業名】ＪＲ茨木駅西口再整備検討事業 

【事業実施時期】 平成 27 年度～ 

【実施主体】 茨木市（まちなか整備課） 

【事業内容】 ＪＲ茨木駅西口の駅前広場と複合商業施設である駅前ビル及びその周辺地区について、再整備

を検討し、商業の質の更新や新たな魅力と集いの場の創出を図るとともに、ひと中心の歩いて

楽しいまちなかの実現に寄与する。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 目標１ 歩いて楽しい徒歩圏の実現 

目標２ 魅力的な都市空間の整備・誘導 

【目標指標】 平日昼間の歩行者通行量 

計画掲載事業を活用した新規出店数 

【活性化に資する理

由】 
ＪＲ茨木駅西口の駅前広場と複合商業施設である駅前ビル及びその周辺地区について交通の

輻輳やバリアフリー化、施設の耐震性の不足や老朽化等の課題解決を図ることで、平日昼間の

歩行者通行量の増加、計画掲載事業を活用した新規出店数の増加に寄与する。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

 

  略 

 

 

 

 

 

（３）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

【事業名】阪急茨木市駅西口駅前広場再整備事業 

【事業実施時期】 令和９年度～令和 10 年度 

【実施主体】 茨木市（市街地新生課） 

【事業内容】 阪急茨木市駅西口の駅前ビル建替事業に合わせて、交通の輻輳や施設の老朽化等の課題解決を

図るとともに、交通や商業などの機能性だけではなく、居心地の良い憩える空間づくりを行う

駅前再整備の具体化に取り組む。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 目標１ 歩いて楽しい徒歩圏の実現 

【目標指標】 平日昼間の歩行者通行量 

【活性化に資する理

由】 
市民生活を支える駅前機能を強化するとともに魅力ある都市空間を創出する。「ひと中心のま

ちなか」の実現に向けて、現在の駅前広場を再整備し、居心地の良い憩える空間づくりを行う

ことで、平日昼間の歩行者通行量の増加に寄与する。 

【支援措置名】 都市構造再編集中支援事業 

【支援措置実施時期】 令和９年度～令和 10 年度 【支援主体】 国土交通省 

【その他特記事項】  

 

  略 

 

(4)国の支援がないその他の事業 

【事業名】ＪＲ茨木駅西口再整備検討事業 

【事業実施時期】 平成 27 年度～ 

【実施主体】 茨木市（市街地新生課） 

【事業内容】 ＪＲ茨木駅西口の駅前広場と複合商業施設である駅前ビル及びその周辺地区について、再整備

を検討し、商業の質の更新や新たな魅力と集いの場の創出を図るとともに、ひと中心の歩いて

楽しいまちなかの実現に寄与する。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 目標１ 歩いて楽しい徒歩圏の実現 

目標２ 魅力的な都市空間の整備・誘導 

【目標指標】 平日昼間の歩行者通行量 

計画掲載事業を活用した新規出店数 

【活性化に資する理

由】 
ＪＲ茨木駅西口の駅前広場と複合商業施設である駅前ビル及びその周辺地区について交通の

輻輳やバリアフリー化、施設の耐震性の不足や老朽化等の課題解決を図ることで、平日昼間の

歩行者通行量の増加、計画掲載事業を活用した新規出店数の増加に寄与する。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

 

  略 
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【事業名】本町駐輪場整備事業 

【事業実施時期】 令和４年度～ 

【実施主体】 茨木市（まちなか整備課） / ＦＩＣベース株式会社 

【事業内容】 本町商店街内にある買物客用自転車駐車場として利用されている市有地について、商店街と

の連携によりイベントスペースとしての活用、駐輪区画・休憩スペースの再整備や効率的な

管理運営方法の検討等を行うことにより、市民が買物や飲食等をゆったりと楽しめるように

し、多世代が訪れ、利用したくなる新たな魅力と滞在・活動の場の創出を図る。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 目標１ 歩いて楽しい徒歩圏の実現 

【目標指標】 平日昼間の歩行者通行量 

【活性化に資する理

由】 
本町駐輪場の利便性向上と新たな魅力の創出により、商店街の多世代の来街及び回遊を促進

することで、平日昼間の歩行者通行量の増加に寄与する。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

 

５．～６． 略 

 

７．中小小売商業高度化事業、特定商業施設等整備事業、民間中心市街地商業活性化事業、その他の経済活力の向上

のための事業及び措置に関する事項 

［１］略 

［２］具体的事業の内容 

（１）略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事業名】本町駐輪場整備事業 

【事業実施時期】 令和４年度～ 

【実施主体】 茨木市（市街地新生課） / ＦＩＣベース株式会社 

【事業内容】 本町商店街内にある買物客用自転車駐車場として利用されている市有地について、商店街と

の連携によりイベントスペースとしての活用、駐輪区画・休憩スペースの再整備や効率的な

管理運営方法の検討等を行うことにより、市民が買物や飲食等をゆったりと楽しめるように

し、多世代が訪れ、利用したくなる新たな魅力と滞在・活動の場の創出を図る。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 目標１ 歩いて楽しい徒歩圏の実現 

【目標指標】 平日昼間の歩行者通行量 

【活性化に資する理

由】 
本町駐輪場の利便性向上と新たな魅力の創出により、商店街の多世代の来街及び回遊を促進

することで、平日昼間の歩行者通行量の増加に寄与する。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

 

５．～６． 略 

 

７．中小小売商業高度化事業、特定商業施設等整備事業、民間中心市街地商業活性化事業、その他の経済活力の向上

のための事業及び措置に関する事項 

［１］略 

［２］具体的事業の内容 

（１）略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



6 

 

（２）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

【事業名】商店街ホリデーマーケット事業 

【事業実施時期】 令和６年度～令和 11 年度 

【実施主体】 茨木市（まちなか整備課） / ＦＩＣベース株式会社 / 事業者ほか 

【事業内容】 中心市街地内の商店街の店舗前空地や買物客用駐輪場等の空地、道路空間等を活用し、商店

街との連携によるマルシェ等のイベントの企画・運営を年１、２回程度行う。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 目標１ 歩いて楽しい徒歩圏の実現 

目標２ 魅力的な都市空間の整備・誘導 

目標３ 多様な主体が使いこなせるまちなかの実現 

【目標指標】 平日昼間の歩行者通行量 

計画掲載事業を活用した新規出店数 

公共空間活用件数 

【活性化に資する理

由】 

これまで商店街をあまり利用していない若年層をはじめ多世代が来街し、利用・回遊したく

なる魅力的な商業空間の形成と市民等の滞在・活動の場の創出を図ることで、平日昼間の歩

行者通行量の増加、計画掲載事業を活用した新規出店数の増加、公共空間活用件数の増加に

寄与する。 

【支援措置名】 中心市街地活性化ソフト事業 

【支援措置実施時期】 令和７年４月～令和 12 年３月 【支援主体】 総務省 

【その他特記事項】 区域内 

 

【事業名】公共空間活用事業 

【事業実施時期】 令和７年度～令和 11 年度 

【実施主体】 茨木市（まちなか整備課） / ＦＩＣベース株式会社 / 市民・学生ほか 

【事業内容】 元茨木川緑地やおにクル、中央公園、商店街駐輪場等の公共空間を活用し、まちづくり会社

が定期的に蚤の市等のイベントを実施するとともに、活動したい市民や学生等と関係機関を

つなぎ、手続き等をサポートすることにより、多様な主体による中心市街地内の公共空間の

活用を促進する。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 目標１ 歩いて楽しい徒歩圏の実現 

目標３ 多様な主体が使いこなせるまちなかの実現 

【目標指標】 平日昼間の歩行者通行量 

公共空間活用件数 

【活性化に資する理

由】 

まちなかの公園や広場、緑地等の利活用について市民等に提案することにより、多様な主体

による公共空間活用や共創のまちづくりの実現を目指すことで、平日昼間の歩行者通行量の

増加、公共空間活用件数の増加に寄与する。 

【支援措置名】 中心市街地活性化ソフト事業 

【支援措置実施時期】 令和７年４月～令和 12 年３月 【支援主体】 総務省 

【その他特記事項】 区域内 

 

 

 

 

 

（２）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

【事業名】商店街ホリデーマーケット事業 

【事業実施時期】 令和６年度～令和 11 年度 

【実施主体】 茨木市（市街地新生課） / ＦＩＣベース株式会社 / 事業者ほか 

【事業内容】 中心市街地内の商店街の店舗前空地や買物客用駐輪場等の空地、道路空間等を活用し、商店

街との連携によるマルシェ等のイベントの企画・運営を年１、２回程度行う。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 目標１ 歩いて楽しい徒歩圏の実現 

目標２ 魅力的な都市空間の整備・誘導 

目標３ 多様な主体が使いこなせるまちなかの実現 

【目標指標】 平日昼間の歩行者通行量 

計画掲載事業を活用した新規出店数 

公共空間活用件数 

【活性化に資する理

由】 

これまで商店街をあまり利用していない若年層をはじめ多世代が来街し、利用・回遊したく

なる魅力的な商業空間の形成と市民等の滞在・活動の場の創出を図ることで、平日昼間の歩

行者通行量の増加、計画掲載事業を活用した新規出店数の増加、公共空間活用件数の増加に

寄与する。 

【支援措置名】 中心市街地活性化ソフト事業 

【支援措置実施時期】 令和７年４月～令和 12 年３月 【支援主体】 総務省 

【その他特記事項】 区域内 

 

【事業名】公共空間活用事業 

【事業実施時期】 令和７年度～令和 11 年度 

【実施主体】 茨木市（市街地新生課） / ＦＩＣベース株式会社 / 市民・学生ほか 

【事業内容】 元茨木川緑地やおにクル、中央公園、商店街駐輪場等の公共空間を活用し、まちづくり会社

が定期的に蚤の市等のイベントを実施するとともに、活動したい市民や学生等と関係機関を

つなぎ、手続き等をサポートすることにより、多様な主体による中心市街地内の公共空間の

活用を促進する。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 
【目標】 目標１ 歩いて楽しい徒歩圏の実現 

目標３ 多様な主体が使いこなせるまちなかの実現 

【目標指標】 平日昼間の歩行者通行量 

公共空間活用件数 

【活性化に資する理

由】 

まちなかの公園や広場、緑地等の利活用について市民等に提案することにより、多様な主体

による公共空間活用や共創のまちづくりの実現を目指すことで、平日昼間の歩行者通行量の

増加、公共空間活用件数の増加に寄与する。 

【支援措置名】 中心市街地活性化ソフト事業 

【支援措置実施時期】 令和７年４月～令和 12 年３月 【支援主体】 総務省 

【その他特記事項】 区域内 
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【事業名】まちづくり会社運営支援事業 

【事業実施時期】 令和元年度～令和 11 年度 

【実施主体】 茨木市（まちなか整備課） 

【事業内容】 まちづくり会社が行う中心市街地の魅力向上やにぎわい創出に向けた各種事業に対する補助

を行う。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 目標１ 歩いて楽しい徒歩圏の実現 

目標２ 魅力的な都市空間の整備・誘導 

目標３ 多様な主体が使いこなせるまちなかの実現 

【目標指標】 平日昼間の歩行者通行量 

計画掲載事業を活用した新規出店数 

公共空間活用件数 

【活性化に資する理

由】 

まちづくり会社が行う賑わいの創出や魅力向上に向けた経費等を支援することにより、中心

市街地の活性化を効率的かつ実効的に推進することで、平日昼間の歩行者通行量の増加、計

画掲載事業を活用した新規出店数の増加、公共空間活用件数の増加に寄与する。 

【支援措置名】 中心市街地活性化ソフト事業 

【支援措置実施時期】 令和７年４月～令和 12 年３月 【支援主体】 総務省 

【その他特記事項】 区域内 

 

  略 

 

（２）②～（４） 略 

 

８．４から７までに掲げる事業及び措置と一体的に推進する事業に関する事項 

［１］略 

［２］具体的事業の内容 

（１）～（２）② 略 

（３）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

【事業名】ＪＲ茨木駅西口エスカレーター設置事業 

【事業実施時期】 令和８年度～令和９年度 

【実施主体】 茨木市（まちなか整備課） 

【事業内容】 ＪＲ茨木駅西口付近において、駅利用者の利便性向上を図るため、エスカレーターを設置する。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 目標１ 歩いて楽しい徒歩圏の実現 

【目標指標】 平日昼間の歩行者通行量 

【活性化に資する理

由】 
ＪＲ茨木駅を介した東西のアクセス性を高めるために、西口近傍にエスカレーターを設置し、

歩行者通行量の増加に寄与する。 

【支援措置名】 都市構造再編集中支援事業 

【支援措置実施時期】 令和８年度～令和９年度 【支援主体】 国土交通省 

【その他特記事項】  

 

【事業名】まちづくり会社運営支援事業 

【事業実施時期】 令和元年度～令和 11 年度 

【実施主体】 茨木市（市街地新生課） 

【事業内容】 まちづくり会社が行う中心市街地の魅力向上やにぎわい創出に向けた各種事業に対する補助

を行う。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 目標１ 歩いて楽しい徒歩圏の実現 

目標２ 魅力的な都市空間の整備・誘導 

目標３ 多様な主体が使いこなせるまちなかの実現 

【目標指標】 平日昼間の歩行者通行量 

計画掲載事業を活用した新規出店数 

公共空間活用件数 

【活性化に資する理

由】 

まちづくり会社が行う賑わいの創出や魅力向上に向けた経費等を支援することにより、中心

市街地の活性化を効率的かつ実効的に推進することで、平日昼間の歩行者通行量の増加、計

画掲載事業を活用した新規出店数の増加、公共空間活用件数の増加に寄与する。 

【支援措置名】 中心市街地活性化ソフト事業 

【支援措置実施時期】 令和７年４月～令和 12 年３月 【支援主体】 総務省 

【その他特記事項】 区域内 

 

  略 

 

（２）②～（４） 略 

 

８．４から７までに掲げる事業及び措置と一体的に推進する事業に関する事項 

［１］略 

［２］具体的事業の内容 

（１）～（２）② 略 

（３）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

【事業名】ＪＲ茨木駅西口エスカレーター設置事業 

【事業実施時期】 令和８年度～令和９年度 

【実施主体】 茨木市（市街地新生課） 

【事業内容】 ＪＲ茨木駅西口付近において、駅利用者の利便性向上を図るため、エスカレーターを設置する。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 目標１ 歩いて楽しい徒歩圏の実現 

【目標指標】 平日昼間の歩行者通行量 

【活性化に資する理

由】 
ＪＲ茨木駅を介した東西のアクセス性を高めるために、西口近傍にエスカレーターを設置し、

歩行者通行量の増加に寄与する。 

【支援措置名】 都市構造再編集中支援事業 

【支援措置実施時期】 令和８年度～令和９年度 【支援主体】 国土交通省 

【その他特記事項】  
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  略 

 

【事業名】阪急茨木市駅西口駅前広場再整備事業（再掲） 

【事業実施時期】 令和９年度～令和 10 年度 

【実施主体】 茨木市（まちなか整備課） 

【事業内容】 阪急茨木市駅西口の駅前ビル建替事業に合わせて、交通の輻輳や施設の老朽化等の課題解決を

図るとともに、交通や商業などの機能性だけではなく、居心地の良い憩える空間づくりを行う

駅前再整備の具体化に取り組む。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 目標１ 歩いて楽しい徒歩圏の実現 

【目標指標】 平日昼間の歩行者通行量 

【活性化に資する理

由】 
市民生活を支える駅前機能を強化するとともに魅力ある都市空間を創出する。「ひと中心のま

ちなか」の実現に向けて、現在の駅前広場を再整備し、居心地の良い憩える空間づくりを行う

ことで、平日昼間の歩行者通行量の増加に寄与する。 

【支援措置名】 都市構造再編集中支援事業 

【支援措置実施時期】 令和９年度～令和 10 年度 【支援主体】 国土交通省 

【その他特記事項】  

 

（４）国の支援措置がないその他の事業 

【事業名】ＪＲ茨木駅西口再整備検討事業（再掲） 

【事業実施時期】 平成 27 年度～ 

【実施主体】 茨木市（まちなか整備課） 

【事業内容】 ＪＲ茨木駅西口の駅前広場と複合商業施設である駅前ビル及びその周辺地区について、再整備

を検討し、商業の質の更新や新たな魅力と集いの場の創出を図るとともに、ひと中心の歩いて

楽しいまちなかの実現に寄与する。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 目標１ 歩いて楽しい徒歩圏の実現 

目標２ 魅力的な都市空間の整備・誘導 

【目標指標】 平日昼間の歩行者通行量 

計画掲載事業を活用した新規出店数 

【活性化に資する理

由】 
ＪＲ茨木駅西口の駅前広場と複合商業施設である駅前ビル及びその周辺地区について交通の

輻輳やバリアフリー化、施設の耐震性の不足や老朽化等の課題解決を図ることで、平日昼間の

歩行者通行量の増加、計画掲載事業を活用した新規出店数の増加に寄与する。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

 

  略 

 

◇４から８までに掲げる事業及び措置の実施箇所 

 

９．４から８までに掲げる事業及び措置の総合的かつ一体的推進に関する事項 

［１］市町村の推進体制の整備等 

 

  略 

 

【事業名】阪急茨木市駅西口駅前広場再整備事業（再掲） 

【事業実施時期】 令和９年度～令和 10 年度 

【実施主体】 茨木市（市街地新生課） 

【事業内容】 阪急茨木市駅西口の駅前ビル建替事業に合わせて、交通の輻輳や施設の老朽化等の課題解決を

図るとともに、交通や商業などの機能性だけではなく、居心地の良い憩える空間づくりを行う

駅前再整備の具体化に取り組む。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 目標１ 歩いて楽しい徒歩圏の実現 

【目標指標】 平日昼間の歩行者通行量 

【活性化に資する理

由】 
市民生活を支える駅前機能を強化するとともに魅力ある都市空間を創出する。「ひと中心のま

ちなか」の実現に向けて、現在の駅前広場を再整備し、居心地の良い憩える空間づくりを行う

ことで、平日昼間の歩行者通行量の増加に寄与する。 

【支援措置名】 都市構造再編集中支援事業 

【支援措置実施時期】 令和９年度～令和 10 年度 【支援主体】 国土交通省 

【その他特記事項】  

 

（４）国の支援措置がないその他の事業 

【事業名】ＪＲ茨木駅西口再整備検討事業（再掲） 

【事業実施時期】 平成 27 年度～ 

【実施主体】 茨木市（市街地新生課） 

【事業内容】 ＪＲ茨木駅西口の駅前広場と複合商業施設である駅前ビル及びその周辺地区について、再整備

を検討し、商業の質の更新や新たな魅力と集いの場の創出を図るとともに、ひと中心の歩いて

楽しいまちなかの実現に寄与する。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 目標１ 歩いて楽しい徒歩圏の実現 

目標２ 魅力的な都市空間の整備・誘導 

【目標指標】 平日昼間の歩行者通行量 

計画掲載事業を活用した新規出店数 

【活性化に資する理

由】 
ＪＲ茨木駅西口の駅前広場と複合商業施設である駅前ビル及びその周辺地区について交通の

輻輳やバリアフリー化、施設の耐震性の不足や老朽化等の課題解決を図ることで、平日昼間の

歩行者通行量の増加、計画掲載事業を活用した新規出店数の増加に寄与する。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

 

  略 

 

◇４から８までに掲げる事業及び措置の実施箇所 

 

９．４から８までに掲げる事業及び措置の総合的かつ一体的推進に関する事項 

［１］市町村の推進体制の整備等 
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（１）庁内連絡会議の開催状況 

表 9-2 茨木市中心市街地活性化連絡会議 委員 

  所  属 役職 

1 副市長 

2 総務部 部長 

3 企画財政部 部長 

4 市民文化部 部長 

5 福祉部 部長 

6 健康医療部 部長 

7 こども育成部 部長 

8 産業環境部 部長 

9 都市整備部 部長 

10 建設部 部長 

11 教育委員会 教育総務部 部長 

12 総務部 総務課 課長 

13 

企画財政部 

政策企画課 課長 

14 財政課 課長 

15 まち魅力発信課 課長 

16 

市民文化部 

地域コミュニティ課 課長 

17 共創推進課 課長 

18 文化振興課 課長 

19 スポーツ推進課 課長 

20 福祉部 地域福祉課 課長 

21 健康医療部 医療政策課 課長 

22 

こども育成部 

こども政策課 課長 

23 保育幼稚園総務課 課長 

24 保育幼稚園事業課 課長 

25 
産業環境部 

商工労政課 課長 

26 環境政策課 課長 

27 

都市整備部 

都市政策課 課長 

28 居住政策課 課長 

29 審査指導課 課長 

30 まちなか整備課 課長 

31 

建設部 

建設管理課 課長 

32 交通政策課 課長 

33 道路課 課長 

34 公園緑地課 課長 

35 
教育委員会 

教育総務部 

教育政策課 課長 

36 社会教育振興課 課長 

37 歴史文化財課 課長 

（令和７年４月現在） 

 

 

 

 

 

 

 

（１）庁内連絡会議の開催状況 

表 9-2 茨木市中心市街地活性化連絡会議 委員 

  所  属 役職 

1 副市長 

2 総務部 部長 

3 企画財政部 部長 

4 市民文化部 部長 

5 福祉部 部長 

6 健康医療部 部長 

7 こども育成部 部長 

8 産業環境部 部長 

9 都市整備部 部長 

10 建設部 部長 

11 教育委員会 教育総務部 部長 

12 総務部 総務課 課長 

13 

企画財政部 

政策企画課 課長 

14 財政課 課長 

15 財産活用課 課長 

16 まち魅力発信課 課長 

17 

市民文化部 

地域コミュニティ課 課長 

18 共創推進課 課長 

19 文化振興課 課長 

20 スポーツ推進課 課長 

21 福祉部 地域福祉課 課長 

22 健康医療部 医療政策課 課長 

23 

こども育成部 

こども政策課 課長 

24 保育幼稚園総務課 課長 

25 保育幼稚園事業課 課長 

26 
産業環境部 

商工労政課 課長 

27 環境政策課 課長 

28 

都市整備部 

都市政策課 課長 

29 居住政策課 課長 

30 審査指導課 課長 

31 市街地新生課 課長 

32 

建設部 

建設管理課 課長 

33 交通政策課 課長 

34 道路課 課長 

35 公園緑地課 課長 

36 
教育委員会 

教育総務部 

教育政策課 課長 

37 社会教育振興課 課長 

38 歴史文化財課 課長 

（令和６年７月現在） 
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表 9-3 茨木市中心市街地活性化連絡会議 幹事会 

 
所  属 役職 

1 都市整備部 部長 

2 産業環境部 部長 

3 
企画財政部 

政策企画課 課長 

4 まち魅力発信課 課長 

5 
市民文化部 

共創推進課 課長 

6 文化振興課 課長 

7 健康医療部 医療政策課 課長 

8 産業環境部 商工労政課 課長 

9 

都市整備部 

都市政策課 課長 

10 居住政策課 課長 

11 まちなか整備課 課長 

12 

建設部 

建設管理課 課長 

13 交通政策課 課長 

14 道路課 課長 

15 公園緑地課 課長 

（令和７年４月現在） 

 

（２） 略 

 

［２］中心市街地活性化協議会に関する事項 

（１） 略 

（２）協議会・専門部会の開催状況 

表 9-5 協議会の開催状況 

開催日 主な検討項目 

略 略 略 

第21回 令和６年 

９月 18 日 

・第２期中心市街地活性化基本計画（案）についての意見交換・

市民アンケート調査結果の報告 

・茨木市中心市街地活性化基本計画の策定に向けた協議会の意見

書について 

・茨木市中心市街地活性化基本計画の策定に向けたパブリックコ

メント実施について 

第22回 令和７年 

５月１日 

・基本計画の最終フォローアップに関する報告について 

・第２期茨木市中心市街地活性化基本計画の内閣総理大臣認定取

得について 

 

（３）～（５） 略 

 

［３］略 

 

 

 

 

 

表 9-3 茨木市中心市街地活性化連絡会議 幹事会 

 
所  属 役職 

1 都市整備部 部長 

2 産業環境部 部長 

3 

企画財政部 

政策企画課 課長 

4 財産活用課 課長 

5 まち魅力発信課 課長 

6 
市民文化部 

共創推進課 課長 

7 文化振興課 課長 

8 健康医療部 医療政策課 課長 

9 産業環境部 商工労政課 課長 

10 

都市整備部 

都市政策課 課長 

11 居住政策課 課長 

12 市街地新生課 課長 

13 

建設部 

建設管理課 課長 

14 交通政策課 課長 

15 道路課 課長 

16 公園緑地課 課長 

（令和６年７月現在） 

（２） 略 

 

［２］中心市街地活性化協議会に関する事項 

（１） 略 

（２）協議会・専門部会の開催状況 

表 9-5 協議会の開催状況 

開催日 主な検討項目 

略 略 略 

第21回 令和６年 

９月 18 日 

・第２期中心市街地活性化基本計画（案）についての意見交換・

市民アンケート調査結果の報告 

・茨木市中心市街地活性化基本計画の策定に向けた協議会の意見

書について 

・茨木市中心市街地活性化基本計画の策定に向けたパブリックコ

メント実施について 

 

 

 

（３）～（５） 略 

 

［３］略 
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１０．中心市街地における都市機能の集積の促進を図るための措置に関する事項 

［１］都市機能の集積の促進の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10-1 本市が目指す暮らしやすさのイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．中心市街地における都市機能の集積の促進を図るための措置に関する事項 

［１］都市機能の集積の促進の考え方 
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■都市づくり戦略（戦略１「山」と「まち」を活かす・つなぐ）における 

 中心市街地（まちなか）を活かす戦略（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10-2 中心市街地（まちなか）を活かす戦略（抜粋） 

 

 

 

■都市づくり戦略（戦略１「山」と「まち」を活かす・つなぐ）における 

 中心市街地（まちなか）を活かす戦略（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10-2 中心市街地（まちなか）を活かす戦略（抜粋） 

 

 

※茨木市都市計画マスタープランについては令和６年 10 月時点では改訂中であり、今後記載内容に変更が生じ

る可能性がある 
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●茨木市立地適正化計画（平成 31年３月策定・令和７年３月一部変更） 

 

［２］～［４］ 略 

 

１１．その他中心市街地の活性化のために必要な事項 

［１］都市計画との調和 

（１）第６次茨木市総合計画（令和７年３月策定）との整合性 

（２）茨木市都市計画マスタープラン（令和７年３月）との整合性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11-１ 茨木市都市計画マスタープランにおける地域区分 

 

 

 

（３）茨木市立地適正化計画（平成 31年３月・令和７年３月一部変更）との整合性 

（４）第４期茨木市産業振興アクションプラン（令和７年３月）との整合性 

茨木市産業振興アクションプランでは、総合計画における「事業活動の支援」、「事業者の創出や成長促進」、「観

光の振興」の３つの取組みに対し、本プランで実施する基本計画を設定しており、この内、特に重点的にと取り組む

ものを重点取組と位置付けている。重点取組の一つである「創業支援」では、従来の創業支援施策に引き続き取り組

んでいくほか、潜在的創業者の発掘やターゲットに応じた創業支援、創業者のコミュニティづくりなど、市全体とし

て幅広い層が創業しやすい環境の整備を進めていくほか、創業後もアウトリーチ等の方法により、継続して支援を実

 

●茨木市立地適正化計画（平成 31年３月策定） 

 

［２］～［４］ 略 

 

１１．その他中心市街地の活性化のために必要な事項 

［１］都市計画との調和 

（１）第６次茨木市総合計画（令和７年３月策定予定）との整合性 

（２）茨木市都市計画マスタープラン（令和７年３月）との整合性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11-１ 茨木市都市計画マスタープランにおける地域区分 

 

 

 

（３）茨木市立地適正化計画（平成 31年３月）との整合性 

（４）第３期茨木市産業振興アクションプラン（令和４年３月）との整合性 

茨木市産業振興アクションプランにおいては、「商業の活性化」、「企業活動への支援」、「地域経済の成長を

先導する事業者の創出・育成」の３つが基本的な取組として示されている。この中で、中心市街地に関しては、「商

業の活性化」の目指すべき姿として、商店街が、利便性が高く居心地の良い場となり、大型ショッピングセンター

と共生していること、また、まちなかに魅力ある商店が集まり、多様なイベントが開催され、楽しみに訪れた人々

で賑わっていることが示されており、本計画の将来像とも合致している。また、基本的な取組として、商店街振興

※茨木市都市計画マスタープランについては令和６年 10 月時点では改訂中であり、今後記載内容に変更が生じ

る可能性がある 
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施していくものであり、本計画と整合が図られている。 

 

 

表 11-2 茨木市産業振興アクションプランにおける事業者の創出や成長促進に向けた基本的な取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）茨木市総合交通戦略（令和７年３月改定）との整合性 

茨木市にふさわしい交通のあり方について検討し、概ね 20 年間で達成すべき目標や施策の方向性について定めた

茨木市総合交通戦略は、改定にあたり、あらためて達成すべき目標を定め、短期及び中期で実施する交通施策をとり

まとめた。本戦略では、将来像の実現と交通の課題を踏まえ、将来の交通体系づくりの基本理念を“地域特性を活か

し、「住みやすい・移動しやすい」と実感できる交通体系づくり”とし、この基本理念に基づく施策を進めるため、

「１．公共交通を中心とした、人と環境にやさしい交通環境の構築」、「２．多様な都市活動を支援し、地域交流の

促進に資する交通環境の構築」、「３．社会変化に対応した持続可能な交通環境の構築」の３つを基本方針として定

めている。 

中心市街地については、基本方針「２．多様な都市活動を支援し、地域交流の促進に資する交通環境の構築」、テ

ーマ⑥「中心部での回遊性の高い魅力的な歩行空間の創出」において、市中心部では不要な自動車交通の流入を抑制

し、人が中心の歩いて楽しいまちの形成に寄与する歩行者優先の道路空間を整備するとともに、公共空間の利用と中

心市街地活性化施策が一体となったにぎわいを創出することで、心地よく回遊できる道路空間を形成することを将来

目標と位置付けた。 

具体的な施策としては、「中心部での回遊性の高い魅力的な歩行空間の創出」に向けて、道路空間の再配分や無電

柱化の推進により、ＪＲ茨木駅～阪急茨木市駅間において回遊性が高く賑わいやうるおいある空間の創出を図るなど

に向けた支援や駅前商業の活性化に向けた支援、活気ある店舗の創出支援の取組が位置づけられており、本計画と

の整合は図られている。 

 

表 11-2 茨木市産業振興アクションプランにおける商業による賑わいの創出に向けた基本的な取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）茨木市総合交通戦略（平成 26 年３月策定・平成 31 年３月中間見直し）との整合性 

茨木市にふさわしい交通のあり方について検討し、概ね 20年間で達成すべき目標や施策の方向性について定める

茨木市総合交通戦略では、将来の交通体系づくりの基本理念として「地域特性を活かし、「住みやすい・移動しや

すい」と実感できる交通体系づくり」を定め、基本理念に基づく施策を進めるための基本方針として、「１.自動車

に過度に依存しない、人と環境にやさしく安全な交通環境の構築」、「２.多様な都市活動を支え、利用しやすい交

通環境の構築」「３.まちの魅力を高める交通環境の構築」の３つを定めている。 

中心市街地については、基本方針「３.まちの魅力を高める交通環境の構築」に基づく取組として、人が集中する

中心部においては通過交通が抑制され、活性化施策と一体となって市民や茨木市を訪れる人が心地よく回遊できる

交通環境を構築するための施策を推進することとしている。また、交通に対する利用者のマナーや意識の向上と一

体となり、市民が快適に移動できる交通環境を構築するための施策を推進することを位置付けている。 

具体的な施策としては、「中心部での回遊性の高い空間の創出」に向けて、「歩行スペースの拡大、自転車と歩

行者の分離を目的とした道路空間の再配分の検討」、「中心市街地の活力創出に向けたＪＲ茨木駅〜阪急茨木市駅

間の一方通行化」や、「利用者マナー・意識の向上」に向けた「モビリティ・マネジメントの推進」や「歩行者・

自転車・自動車利用者の交通ルール・マナーの啓発」を位置付けている。 
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各種取組を推進する。 

 

［２］ 略 

 

１２．略 

 

 

 

［２］ 略 
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